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年度 2014 2015 2016 2017 2018 2019 平均
全体件数
(重複なども含む)
450 575 588 597 691 436 556.2
登録
(メタデータ・PDF)
104 75 190 105 151 225 141.7
メタデータのみ登録
(許諾不可・返信無)
258 418 401 307 239 433 342.7
PDFのみ登録
(返信無がOKに)
4 3 26 2 0 2 6.2
（件）
※ 全体件数と登録などの件数合計が一致しないのは、
共著重複・前年分の作業・エンバーゴ・連絡先不明・教員退職などの要因による
※ 過去6年でPDF付きで登録したのは25％ほどで、残り75％は掲載許諾を得られず
ただし、学位論文・紀要論文は上記数値に含んでいない
考察
考察 Rakuno Gakuen
University 2020
このやり方が向いている （と思う） 大学について
１．理系で地方の大学
→ 理系だと英語論文の割合が相対的に多いと考える
例えば、北海道ならヒグマ、エゾシカ、タンチョウなど
その地域でしか研究できない材料があるのではないか？
２．図書館の職員数が多くない大学
→ 外部DB・外部委託・自動化に頼らざるを得ず、
結果的に職員の業務負荷を考えなくてよくなった
３．規模が大きくない大学
→ 独自のシステム開発を行う予算を捻出できなかったので
既存の外部データベースや委託会社を組み合わせた
おわり
おわり Rakuno Gakuen
University 2020
ありがとうございました。
グリーンOAが、将来さらに身近になるように願っております。
ご参考になれば幸いです。
